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本研究は、東京都中央区日本橋一の部地域を対象に、 日本橋 らしさを保ち高

めていくための、地域の魅力や将来像を地域全体で共有 し、今後の街づ くりの

あ り方を示すことを目的としている。 日本橋 と似た特徴を持つ、ボス トン・ ノ

ースエン ド地域 との比較を通 し、 日本橋一の部のポテンシャルを導き出し、将

来 ビジョンの提案を行 う。

日本橋地域は、江戸時代からの経済・政治・流通・文化の中心地であ り、か

つては人々の生活がそのまま生き生きとした活気につながる、にぎわいある商

業地域であった。 しか し時代 とともに、地域の商業地としての活気は低下 し、

にぎわいの少ないビジネス街へ と変化 した。

ボス トン・ノースエン ドは、19世紀後半以降イタリア人移民が増加 し、1920年

には 90%がイタリア系 となり現在でもリトルイタ リーとして知 られる地域であ

る。ボス トンの高速道路は Big Digプ ロジェク トにより撤去・地下化 され、そ

れまで高速道路によって分断されていたノースエン ド地域は周 りの地域 とつな

が りを持つようにな り、ジェン トリフィケーションを誘発 した。高速道路撤去

により、ノースエン ドの特徴であつたリトルイタリーの街は失われつつある。

日本橋一の部の調査を行い、同じ歴史ある街、似た特徴を持つボス トン・ノ

ースエン ドと比較 し、 日本橋一の部のポテンシャルを探るとともに、高速道路

撤去の事例 としてノースエン ドの街の変化ついて調べ、 日本橋の今後の街づく

りの方向性を導き出した。

日本橋一の部では、 「時間軸」 「空間軸」 「人間軸」の 3軸より、街づ くりの

方向性を定めた。街が今まで歩んできた歴史をふまえ、生か した上で街の未来
の ビジョンを描 く軸である「時間軸」。街の建築物や、通 りなどが生み出す、

街の空間に焦点を当てた軸である「空間軸」。街づ くりをおこな う際の基盤に

なる 「人」の捉え方を考えた軸である「人間軸」。

本研究を通 して導き出した 日本橋一の部のポテンシャルを活か しながら、活

気のある商いの街を守 り発展 させていけるよう、今後の街づ くりについての 3

軸のビジョンを地域全体で共有 し、街づくりの方向性を考えていきたい。


